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新しいスタッフの紹介新しいスタッフの紹介

　2 月から Ange で働いています、 楠本由佳（くすもと ゆか）です。

子どもたちの成長に少しでも関われたら嬉しいなと思い、 この仕事を始めまし

た。 毎日、 子どもたちの笑顔や日々の変化に元気をもらいながら、 楽しく過ご

しています！まだまだ勉強中のことも多いですが、 これからどうぞよろしくお

願いいたします。

　

研修実施予定！申し込み受付中！

※外部の方など、どなたでも受講可能です。詳しくはお問い合わせください。オンデマンド配信あり！

■ 場 所 : A n g e 事 業 所  ■ 時 間 : A M 1 0 : 0 0 ～  ■ 参 加 費 : 徳 洋 福 祉 会 利 用 者 ５ ０ ０ 円 ・ 外 部 の 方 １ ０ ０ ０ 円 / １ 名
■ 申 し 込 み ・ お 問 合 せ :  ℡（ 0 6 ） 6 1 5 1 - 2 9 9 6 　 　 M a i l ： k o r i @ t o k u y o . m e 担 当 : 郡

対 応 が 難 し い 子 ど も の 集 団 作 り6
5（ 木 ）

講 師 : 池 添  素 氏
（NPO 法人福祉広場 理事長）

　今年は母の日・父の日にちなみ、 家族にありがとうを伝える日として、 巾着の染
めをしました。
赤青黄の 3 色から自分で好きな色を選び、 縦横斜めどのように染めるかスタッフと
一緒に考えて染めていきます。 玄関前の屋外で制作をしましたが、 普段制作は部屋
で行うので、 今からなにがはじまるのだろうとドキドキしながら待つ子どもたち。

（中には「公園！公園！」と言っていた子もいました ( 笑 )）初めは「しない！」と言っ
ていた子も、 きれいに染まった見本の巾着や他の子たちが染めている様子を見ると、
自分から進んで染めに参加していました。 どの子もとっても素敵に染まりました。
完成次第、 家庭にお届けしますので、 お楽しみに！！

郡　奈美

ありがとうの日ありがとうの日ありがとうの日～かぞくのみんないつもありがとう～

ゆか先生！自己紹介

おねがいしま～す！

申し込み QR

開 催 し ま し た 。開 催 し ま し た 。
「 障 が い の あ る 子 の
　 　 親 な き あ と の お 金 の 話 」
「 障 が い の あ る 子 の
　 　 親 な き あ と の お 金 の 話 」

　昨年度の研修後に受けてみたいとリクエストがあり、5月 8日に「障がいのある子の
親なきあとのお金の話」の研修会を行いました。
会場と Zoom で参加者 25 名と多くの方が参加してくださりました。
　研修後のアンケートでは、「未成年の間にできることはやっておかないとダメだと思
いました。わが子にたくさんのお金を残して、不自由のない生活をしてもらいたいと
いう気持ちと、たくさん残すと国に取られてしまうのは納得いかないです。知らなかっ
たでは損するのでできるだけ多くの情報を入れていきたい」「子どもにとってどの方法
がいいのか、今からしっかり考え、学んで、相談し決めていきたいと思います。」など
たくさんの感想をいただきました。
　「親なきあと」はまだまだ先の事と思ってしまいますが、いつ何が起こるか分からな
いからこそ、日頃から情報収集し、どうしたら子どもにとって最善なのかを考え行動
していかないといけないと感じました。早く動き出す方がいいと思いますので、少し
ずつ準備してみてはいかがでしょうか。

　ゴールデンウィークの 5月 3日に、卒業生が東京から遊びに来
てくれました。彼は 21 歳、中学生になる時に東京に引っ越しま
した。今回は家族旅行で神戸に行く前に、伊丹空港から 1人で
Ange に遊びに来てくれました。事前に本人から訪問の連絡があ
り、私も久しぶり（中学 3年生ぶり）に会えることを楽しみにし
ていました。来訪する日は土曜日クラスのボウリングの日。時間
が間に合えば一緒にボウリングをと考えていました。
　Ange の子どもたちとボウリング場に向けて歩いていると、後

ろからスタッフとジャケットを着たサラリーマン風の人が歩いてくるな〜と思うと、なんとそのサラリーマン風が彼
でした !ぽっちゃりしていた体格がスラっとスリムになっていて、ジャケットを羽織った姿にとても昔の面影はなく、
好青年になっていてびっくりしました。
　ボウリング場に到着して一緒にしようと誘うと、遠慮して「いえ、僕は見てるだけで大丈夫です」と、大人っぽい
返事をしてくれましたが、せっかく来たのに見ているだけはということで、一緒にすることになりました。
　小学生の時は少しでもできなければ口を尖らせて、「できないよ〜」と拗ねて、すぐに諦めていた彼でしたから、
やりたくないのかな？と思っていました。しかし、そんな心配はなんのその！ガーターは一度もなく、投げ方のアド
バイスをするとその通りにボウルをコントロールして投げられている彼に、ものすごく成長を感じました。投球順が
滑り台を使って投げる子の次でしたが、その子が終わるとサッと滑り台を片付け、自分の準備をしています。また自
分の番までは、他の投球者の姿を見てイメージトレーニングをしていました。彼がストライクを出すと大喜びする私
たちとは正反対に、とても控えめに喜んでいる彼。何もかもが大人っぽくなりすぎていました。帰り道では「ここの
体育館、よく遊びに来ましたね。このコンビニも覚えています」と、丁寧な言葉で語ってくれました。そのほかにも、
憧れている友達の後ろをついて歩き、一緒にいたずらをして注意されること。みんなでキャンプに行ったことなどな
ど…。
　小学生の頃は身体の動かし方がぎこちなく、何をしても鈍臭く、筆圧も弱く、イメージした絵が描けずに涙目になっ
たり、理由をつけて描くことを拒否したり、自分から何かをするタイプの子ではありませんで
した。そんな彼が高校生ではラグビー部に入り、今でも手の甲にアザが残るくらいタックルの
練習をしたことを話してくれました。嫌なことから逃げ、困ったことがあるとすぐに泣いてい
た彼が、自分であえてしんどい部活を選び、3年間やり切ったと聞いた時は驚きと共に、家族や
仲間に支えられて素敵な学生時代を送ったのだろうと思い、とても感慨深くなりました。
　彼が通ったのは小学生の 6年間だけでしたが、訪問してくれたことで、友だちや支援者といっ
ぱい遊び、楽しい思い出が詰まった場所になっていたのだと感じることができました。また来
ますと、約束して別れた彼。今度会う時はどんなふうに成長しているのか、今からとても楽し
みです。
　私たちも、卒業した青年たちが仲間や支援者と【過去に戻れる場所】として、また保護者の
皆さんにとっては【いつでも頼れる場所】でありたいと思います。　　　　　　　　郡　奈美 卒業生と郡の２ショット（ジブリ風）
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おおー！きれいだね！

どんな色になるかな♪

ぎゅーっとしぼってる！


